
令和 8年 7月 1日 

北九州市環境局 

報道機関各位 

――――――【第 2 弾！】 Zero-Carbon HIBIKI プロジェクト―――――― 

西部ガス(株)と北九州市が連携!! 

響灘洋上風力の環境価値※を活用し、地域の脱炭素化を後押し 
 

 

 

 

 

北九州市は、Zero-Carbon HIBIKI プロジェクトの一環として、西部ガス株式会社（本社：福

岡市、代表取締役社長：加藤 卓二）と、国内最大級の「北九州響灘洋上ウインドファーム」由来の

環境価値を電気契約とセットで市内企業等が活用できる仕組みを構築しました。 

プロジェクト第２弾となる本仕組みは、市内企業等の需要家が、同風力発電所由来の環境価値

をセットにした西部ガス（株）の電力メニューを契約することで、実質的に地域の再エネを利用でき

るものです。 

第１弾でＪパワーが提供する「環境価値のみを個別に購入する」手法に加え、今回の第２弾により

「電力契約そのものを切り替える」選択肢が加わります。これにより、企業のニーズに合わせた多様

な脱炭素経営が可能となります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

市は引き続き小売電気事業者等との橋渡しを行い、地域企業のサステナブルな取り組みを強力

に後押しします。 

なお、北九州市の公共施設においても本仕組みを活用した脱炭素化を推進し、地域全体の再エ

ネ利用拡大に向けたモデルケースとして展開します。 

契約の概要等は別紙「西部ガス㈱ プレスリリース」をご覧ください。 

※ 環境価値：再生可能エネルギーなどの電気が持つ「CO2 を排出しない」という付加価値のこと

で、使用する電力を再エネ由来として主張することができます。 

 

 
＜問い合わせ先＞  

   環境局再生可能エネルギー導入推進課  

電話 ０９３－５８２－２２３８ 担当 玉井、安川 

提案・情報提供・紹介 

契約・環境価値の提供 

北九州響灘洋上ウインドファ

ームの環境価値の活用を希望する

市内企業等からの相談を受付。 

西部ガス㈱などの小売電気事

業者の紹介や本仕組みに関する 

必要な情報提供を実施。 

【市内企業等】 

西部ガス㈱などの 

小売電気事業者 

北九州市政、経済・金融記者クラブ同時発表 

Zero-Carbon HIBIKI プロジェクト 

📌

📌
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総務広報部 報道グループ 

〒812-8707 福岡市博多区千代 1-17-1 TEL：092-633-2237（直通） 

２０２６年７月１日 

各位 

西部ガス株式会社 

 

北九州響灘洋上ウインドファームの環境価値を活用した 

北九州市公共施設への電力供給について 

 

西部ガス株式会社（代表取締役社長：加藤 卓二、以下「西部ガス」）は、西部ガスが出資す

るひびきウインドエナジー株式会社が保有する「北九州響灘洋上ウインドファーム」から創出さ

れた環境価値を付加した電力の供給を７月１日から開始しました。なお、西部ガスが北九州響灘

洋上ウインドファーム由来の環境価値とのセットで電力供給契約を締結するのは、今回が初めて

となります。 

 

北九州市は、北九州響灘洋上ウインドファームに由来する環境価値を市内企業等が活用できる

新たな仕組みとして、Zero-Carbon HIBIKIプロジェクト※に取り組んでいます。その取り組みの

一環として、北九州市 2施設（ボートレース若松、北九州学術研究都市）に本環境価値と電力供

給をセットで導入し、本取り組みに関する紹介や情報提供を通じて、市内企業等への更なる普及

を目指します。 

 

西部ガスグループは、カーボンニュートラルへの取り組みの一つとして、再エネ電源取扱量の

拡大を通じた「電源の脱炭素化」に取り組んでいます。再エネ電源から創出される環境価値を地

域社会へ還元することで、今後もカーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを着実に実行

し、お客さまおよび地域社会の持続的発展に貢献できるよう努めてまいります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Zero-Carbon HIBIKI プロジェクト 詳細は以下ご参照ください。

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/290_00016.html 

以上 

 

この件に関するお問い合わせは 西部ガスホールディングス㈱ 広報部 報道グループ 

担当 青木、島添、久保、川口 

電話 ０９２－６３３－２２３７ 

【スキーム図】 

ひびきウインドエナジー㈱提供 

http://#


令和 8年 6月 24 日 

北九州市環境局 

報道機関各位 

―――――――   【第 1 弾！】 J パワーと北九州市が連携!!   ――――――― 

響灘洋上風力の環境価値※を活用し、地域の脱炭素化を後押し 

～Zero-Carbon HIBIKI プロジェクト始動!!～ 
 

 

 

 

 

 

北九州市は、電源開発株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：加藤 英彰、以下「Ｊパ

ワー」）と、国内最大級の「北九州響灘洋上ウインドファーム」由来の環境価値※を、市内企業等が既

存の電力契約を変更せずに活用できる仕組みを構築しました。 

この取組みは、市内企業における脱炭素経営のニーズが高まる中、北九州響灘洋上ウインドファ

ームの環境価値を再エネ導入の新たな選択肢として提供することで、企業の競争力の強化と、地

域全体の再エネ利用拡大の推進による、カーボンニュートラル達成への貢献を目的とするものです。 

 

【Zero-Carbon HIBIKI プロジェクト（下図参照）】 

市は仲介事業者との橋渡しを行い、地域企業のサステナブルな取り組みを強力に後押しします。 

（第 1 弾が J パワーとの連携） 

なお、北九州市の公共施設においても本仕組みを活用した脱炭素化を推進し、地域全体の再エ

ネ利用拡大に向けたモデルケースとして展開します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約の概要等は別紙「Ｊパワー プレスリリース」をご覧ください。 

※ 環境価値：再生可能エネルギーなどの電気が持つ「CO2 を排出しない」という付加価値のこと

で、使用する電力を再エネ由来として主張することができます。 

 

 
＜問い合わせ先＞  

   環境局再生可能エネルギー導入推進課  

電話 ０９３－５８２－２２３８ 担当 玉井、安川 

北九州市政、経済・金融記者クラブ同時発表 

契約・環境価値の取得 

【市内企業等】 

北九州響灘洋上ウインドファ

ームの環境価値の活用を希望す

る市内企業等からの相談を受付。 

Ｊパワーなどの仲介事業者の

紹介や本仕組みに関する必要な

情報提供を実施。 

 

【Ｊパワーなどの仲介事業者】 

提案・情報提供・紹介 

Zero-Carbon HIBIKI プロジェクト 

    

    


